
 セグメンテーションによるインプラント識別 

Implant Identification by Segmentation Model 

加納 圭翔‡,  山田 哲靖‡, 

Kano Keisho                               Yamada Tetsuyasu

1. はじめに 

インプラント治療による問題症例の臨床的検討[1]による

と、インプラント合併症多くは他院で埋入されたインプラ

ント症例であることが多い。そのため、インプラント治療

の際にインプラントシステムの特定のために時間を要す場

合がある。 

こうした問題に、インプラント治療に精通した歯科医師

であれば、患者のインプラントの特定、早期治療が可能と

なるが、経験と知識の少ない歯科医師では、システムの特

定や治療を行うことが困難である。 

2. 先行研究 

本研究室で始まった「インプラント判別システム」[2]

は、バウンディングボックスを用いて教師データが作成さ

れ、歯科医師がインプラントを識別する際に利用すること

を想定したシステムとなっている。また、アンサンブル識

別方式を使用し、精度向上を行っている。 

3. 研究目的 

本研究では、セグメンテーションを用いてインプラント

システムを識別するシステムの開発を図る。本システムの

開発により、歯科医師はインプラントシステムの特定によ

り、早期治療を行うことが可能になる。 

また、バウンティングボックスとセグメンテーションの

口腔情報検出の精度の比較、検証、あアンサンブル識別方

式の必要性の検証を行う。 

今後の目標に、インプラント合併症の識別がある。イン

プラント合併症の識別には口腔内の輪郭情報の識別が必要

になってくる。そのため、セグメンテーションによる輪郭

識別を行うことで、口腔内の輪郭情報を得ることができる

のではないかと考えた。 

4. 手法 

4.1 2段階の識別 

インプラントシステムを識別する際に X 線画像内のイン

プラント情報が小さいという問題がある。そのため、識別

の際に入力画像に対して、インプラントの位置を検出し、

検出部をトリミングする位置検出モデル、その後トリミン

グされたインプラントの識別を行う種類識別モデルの 2 つ

のモデルを作成した。 

4.2 使用データセット 

本研究で使用したデータセットを表 1に示す。 

4.3 学習方法 

インプラントの検出、識別には YOLO を用いてモデル作

成を行う。YOLO は畳み込みニューラルネットワークを用

い、画像全体の情報から領域推定と分類を同時に行うこと 

で、処理速度と精度を大幅に向上させたアルゴリズムであ

る。背景誤検出の提言にも効果があり、医療、ロボット工

学などの様々な分野で応用されている。 

教師データはセグメンテーション、バウンティングボッ

クスを用いてアノテーションを行い作成した。バウンディ

ングボックスとセグメンテーションの精度比較には YOLO

のモデルｎ、その後、YOLO のモデルｘを使用しさらなる

精度向上を目指した。 

4.4 オートアノテーション 

 本研究ではセグメンテーションを使用して学習を行うた

め、教師データの作成に多くの時間がかかる。そのため今

回はオートアノテーションシステムを作成した。まず少量

の画像データに対してアノテーションを行い位置検出モデ

ルの作成を行う。そのモデルを使用し、教師用画像に対し

位置検出を行い、検出されたセグメンテーション座標を取

得しアノテーションとして使用する。これにより、位置検

出モデルの精度が向上することにより、アノテーション精

度も向上し、教師データ作成の時間を削減した。 

4.5 アンサンブル識別方使式 

パノラマ X 線画像やデンタル X 線画像などの歯科画像デ

ータは、インプラントが背景色と同色になっている画像、

インプラントの輪郭が明確でなく、識別が困難な画像など

多数ある。このような画像のインプラントシステムの識別

精度を向上させるために、アンサンブル識別法式を使用す

る。本研究では予測時に 29種類のデータ拡張を実施し、そ

れぞれの画像に対しインプラントシステムの予測を行う。

そして、その結果に対して多数決を取り予測を決定するも

のである。 

これにより画像情報の異なる口腔 X 線画像においても、

複数の画像処理を用いた予測を行うことで画像情報のばら

つきを考慮した予測ができるのではないかと考えた。 
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5. 結果 

5.1 bboxと segmentationの精度比較 

実験により得られたバウンティングボックスとセグメン

テーションの精度結果を表 2に示す。 

結果としては、バウンティングボックスよりもセグメン

テーションの方がよい精度となった。この理由としては、

口腔内 X 線画像はインプラント、天然歯などの情報が密接

に配置されているため、バウンティングボックスでは余分

な領域を含んだ教師データとなってしまっている。そのた

め、セグメンテーションのような個の物体の輪郭情報を教

師データとする方がよい結果となったのではないかと考え

る。 

5.2 インプラント位置検出・種類識別精度 

実験によって得られたインプラント位置検出、種類識別

の精度について表 3に示す。 

 インプラント位置検出の結果から、検出されなかったイ

ンプラントの特徴として、インプラントの形状が特徴的で

ある、パノラマ X 線画像の画質が荒い、文字や他の物体と

被っているといったことが考えられる。 

また、インプラント種類識別の結果から、誤検出のイン

プラントの特徴として、インプラントが斜めから撮影され

ており、画像処理によってアバットメントの空洞がはっき

りした画像が増え、インプラントと検出できなかった可能

性がある。また、インプラントと顎骨の画像の明度、画像

情報がかなり似ており、明るく、暗く、平均化した際にイ

ンプラントと背景画像との区別が難しくなり、検出が難し

くなった。 

先行研究で精度の向上したアンサンブル識別方式は頻出

の予測値を識別結果とすると精度が落ちた。これは画像拡

張手法に問題があると考える。本研究では 29種類のデータ

拡張を行っているが、X 線画像によって輝度、コントラス

トなどが異なるため、それぞれに適切な画像拡張が行えた

といえないため、精度が落ちてしまったのではないかと考

える。 

6. おわりに 

本研究では、インプラントを含むパノラマＸ線画像、デ

ンタルＸ線画像を用いてインプラント位置検出、インプラ

ント種類識別を行った。セグメンテーションを用いてイン

プラントの位置検出、インプラントシステムの識別は可能

であり、歯科医師の見落としや診断補助に有効であると考

える。また、今後の目的でもあるインプラント周囲炎、天

然歯の歯周病の識別に必要である輪郭検出について、セグ

メンテーションの優位性を検証したことにより、可能性を

見出すことができた。 

本研究で作成した識別モデルの精度にはまだ改善の余地

があり、画像データ数の充実や画像拡張手法の最適化によ

る精度向上など、より正確にインプラント、インプラント

システムを識別できるような方法を探索していくことが求

められる。 
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